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●1951年　北海道勇払郡鵡川町に生まれる。�

●1983年　ウタリ生活相談員になり、同時に北海道ウタリ協会鵡川支部及び鵡

川アイヌ文化伝承保存会に入会する。�

　　　　　そのころから、アイヌ民族文化・アイヌ語にふれ、興味を持ち、その後、

新井田セイノフチよりアイヌ語を教えてもらう。�

かた� やま� ひろ� こ�

　このテキストで用いられているすべてのアイヌ語の例文は、鵡川方言の話者である新井田セイノ氏からご

教示いただいたものです。�

　このテキストで用いられているアイヌの語カタカナ表記、ローマ字表記は、『アコロイタク』（札幌、北海道

ウタリ協会、１９９４）の表記に従っています。なお、アクセントは、オッカヨ okkayo 「男」のように、二番目の

音が「ッ」のようなつまる音であれば最初の音（「オ o 」）が高く発音され、メノコ menoko 「女」のように二

番目の音がつまる音でなければ二番目の音（「ノ no 」）が高く発音されるのが原則ですが、トノト tonoto 

「酒」のようにこの原則に反するものもあります。このテキストではこのような例外的な場合にのみアクセント

記号を付けてあります。�

【このテキストのアイヌ語と表記の仕方について】�

●1917年　北海道静内郡静内町に生まれる。�

●1919年　北海道勇払郡鵡川町へ移住�

●1992年　鵡川アイヌ語教室講師となり、現在に至る。�

●1995年　北海道文化財保護功労者賞、鵡川町文化賞受賞�

●2001年　アイヌ文化賞受賞（財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構）�

あら� い� だ�

新　井　田　セ　イ　ノ�

北海道大学大学院文学研究科助教授�

さ� とう� とも� み�

佐　藤　知　己�

片　山　弘　子�



　「私達が（は）」は、動詞の前にア a= を付けるか、動詞の後にアン =an を付けることによって表されます。ア a= とアン =an 

は、その動詞が目的語を取らない動詞（自動詞）であればアン =an、目的語を取る動詞（他動詞）であればア a= を付ける、と

いうようにはっきりと使い分けられます。コイキ koyki は「～を捕る」のように何か目的語を必要とする動詞なので他動詞です。

従って、「私達が捕る」は、コイキアン koyki=an ではなく、アコイキ a=koyki となります。これに対して、パイェ paye「行く」

は、目的語を必要としない自動詞なので、「私達が行く」はパイェアン paye=an となり、アパイェ a=paye とはなりません。な

お、単数のク ku=「私が（は）」は、自動詞にも他動詞にも使います。また、「君が（は）」、「君達が（は）」を意味する形も、自

動詞、他動詞両方に使うので、結局のところ、「私達が（は）」だけが自動詞と他動詞とで形を変える、ということになります。�

チェプ アコイキ クス パイェアン ロ．�

cep a=koyki kusu paye=an ro.�

魚  私達が捕る ために 行く・私達が ましょう�

�

�

（＝魚を捕りに行きましょう。）�

例  文�

アイヌ語の解説�

ア  a= 私達が�

�

アン  =an 私達が�

�

クス  kusu ために�

コイキ  koyki 捕る�

チェプ  cep 魚�

パイェ  paye 行く�

ロ  ro ～ましょう�

アイヌ語 日本語訳 備　考�

目的語を必要とする動詞（他動詞）の場合に使います。�
場合によっては「私達は」と訳したほうが良い場合もあります。�

目的語を必要としない動詞（自動詞）の場合に使います。�
場合によっては「私達は」と訳したほうが良い場合もあります。�

主語が複数の場合に使われる形（複数形）です。単数形はアラパ arpa です。�

勧誘を意味する終助詞です。�

単  語�



チェプ [　　　] コイキ クス パイェ [　　　]   ロ．�

cep [  　　 ] koyki kusu paye  [　      ] ro.�

魚  私達が 捕る ために 行く・私達が ましょう�

�

�

（＝魚を捕りに行きましょう。）�

次の空白に合う言葉（人称接辞）を入れて発音して下さい。�例  題�

儀式 ①�



　目的語を必要としない動詞を自動詞、目的語を必要とする動詞を他動詞ということはLesson 14 で学びました。日本語は自動

詞、他動詞の区別にあまり敏感ではありませんが、アイヌ語はこの区別に非常に敏感です。極端な場合、動詞の中には、意味は似

ていても、一方は自動詞なのに、もう一方は他動詞、ということもあるので、ある動詞が自動詞なのか他動詞なのか、常に注意が

必要です。例文のように、イペ ipe は「食べる」は「食べる」でも、目的語を取らない自動詞（「食事する」に当たる）ですが、

エ e は「～を食べる」という目的語を必要とする他動詞です。従って、オハウ　エ　ohaw e「おつゆを食べる」は言えますが、

オハウ　イペ ohaw ipe とは言えない、ということに注意して下さい。自動詞と他動詞の区別をマスターするのは大変ですが、基

本的な動詞から少しずつ覚えて行きましょう。�

１ イペ ヤン．�

 ipe yan.�

 食べる なさい�

�

�

２ オハウ エ ヤン．�

 ohaw e yan.�

 おつゆ 食べる なさい�

�

�

（＝食べなさい。）�

�

�

�

�

（＝おつゆを食べなさい。）�

例  文�

アイヌ語の解説�

アイヌ語 日本語訳 備考�

単  語�

イペ  ipe 食べる（自動詞）�

エ  e 食べる（他動詞）�

オハウ  ohaw 汁、おつゆ�

ヤン  yan ～なさい�

目的語を取らない自動詞です。「食事する」のように訳すことができます。�

目的語を必要とする他動詞です。�

実の入ったおつゆのことを指します。�



オハウ [　  　  　 ] ヤン．�

ohaw [     　  　 ] yan.�

おつゆ 食べる なさい�

�

�

（＝おつゆを食べなさい。）�

イペ ipe とエ e のどちらを入れたら良いでしょうか（両方とも意味は「食べる」）�例  題�

儀式 ②�



　例文のように、アン an は「ある、いる」という意味ですが、オカ okaも「ある、いる」という意味です。アン an は主語が単

数の場合、オカ oka は主語が複数の場合に用いられます。Lesson 8 で「切る」という動詞に単数形と複数形の区別があること

を学びましたが「ある」を意味する動詞にも単数と複数の区別があるわけです。なお、自動詞か他動詞かによって「複数」の意味

も少し違います。「ある」のような自動詞の複数は主語の複数を表しますが、「切る」のような他動詞の複数は、目的語に関して複

数回の動作が行われることを意味します。�

１ イタンキ シネプ アン ナ．�

 itanki sinep an na.�

 お椀 一つ ある よ�

�

�

２ タンパ アナクネ シリポプケ クス ムシ ポロンノ オカ シリ．　�

 tanpa anakne sirpopke kusu mus poronno oka siri. �

 今年 は 暖かい ので 蝿 たくさん いる 様子�

�

�

（＝お椀が一つあるよ。）�

�

�

�

�

�

�

（＝今年は暖かいので蝿がたくさんいるなあ。）�

例  文�

アイヌ語の解説�

アイヌ語 日本語訳 備考�

単  語�

アナクネ  anakne ～は�

アン  an ある（単数）�

イタンキ  itanki お椀�

オカ  oka ある（複数）�

クス  kusu ので�

シネプ  sinep 一つ�

シリ  siri 有様、様子 感嘆文を作ります（Lesson 13 参照）�

シリポプケ  sirpopke 暖かい�

タンパ  tanpa 今年�

ナ  na ～よ�

ポロンノ  poronno たくさん�

ムシ  mus 蝿�



 片仮名 ローマ字�

ある（単数） [    　　　　　   ]   [   　　　　　     ]�

ある（複数） [    　　　　　   ]   [   　　　　　     ]

空白に合う言葉を入れて下さい。�例  題�

儀式 ③�



�
�
カニ アナクネ�
kani anakne�
私 は�
アペフチカムイ クネ ワ�
apehucikamuy ku=ne wa�
火の神 私はであっ て�
アコロ ポン チセ エプンキネ ワ オカアン キ ワ�
a=kor pon cise epunkine wa oka=an ki wa�
私の 小さな 家を 番し て い  て�
シノ ニシパ アエコテ ヒネ オカアン キ ワ�
sino nispa a=ekote hine oka=an ki wa�
真の 紳士と 私は結婚し て い  て�
シネアントタ　�
sineantota�
ある日�
アエコテ ニシパ�
a=ekote nispa�
私の 旦那は�
メノコル オルン アラパ ルスイ セコロ　ハウェアン キ ワ ソイネ アクス�
menokoru or un arpa rusuy sekor hawean ki wa soyne akusu�
女便所 へ 行き たい と 言っ  て 外に出る と�
ヘンパラ アン ヤッカ エク シリ カ イサム キ ワ�
henpara an yakka ek siri ka isam ki wa�
いつになっ  ても 来る 様子 も なく  て�
イヨクヌレアン クス　�
iyokunure=an kusu�
あきれた ので�
メノコル オルン オリパク トゥラ インカラナワ�
menokoru or un oripak tura inkar=an awa�
女便所 を 遠慮し つつ 見た が�
アエコテ ニシパ クリヒ カ イサム キ ワ�
a=ekote nispa kurihi ka isam ki wa�
私の 旦那の 影 も なく  て�
アコロ ポン チセ オカリ インカラアン ヤッカ　�
a=kor pon cise okari inkar=an yakka�
私の 小さな 家 のまわりを 見て も�
アエコテ ニシパ クリヒ カ イサム キ ワ�
a=ekote nispa kurihi ka isam ki wa�
私の 旦那の 影 も なく  て�
アコロ ポン ヌプリ オルン インカラアン ヤッカ�
a=kor pon nupuri or un inkar=an yakka�
私の 小さな 山 を 見て も�
ヌプリ オッ タ カ アエコテ ニシパ イサム キ ワ�
nupuri ot ta ka a=ekote nispa isam ki wa�
山  に も 私の 旦那は いなく  て�
モシリパ オルン インカラアナワ　�
mosirpa or un inkar=an awa�
上手 を 見た が�
モシリパ オッ タ カ　�
mosirpa ot ta ka�
上手 に  も�

アテヤテンナ�
ateyatenna　�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
 �
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ  �
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　 �
ateyatenna

′�

′�

′�

′�

′�

′�

′�



　新井田セイノさんがお母さんから子どもの頃にお聞きになった火の神様の物語です（少し長いので、後半は

Ｌｅｓｓｏｎ２１で学びます）。この物語は「アテヤテンナ」という繰り返しの言葉を付けてリズミカルな調子で語ら

れていますが、このような繰り返しの文句と共に語られる物語をカムイユカラ kamuyyukar 「神謡（神々の

叙事詩）」と呼んでいます。他にも色々な神様が主人公になる神謡があります。神謡に限らず、アイヌの物語一般に当てはまる

ことですが、神様が自分の体験を物語る、一人称体になっています。また、多くの場合、「私が（は）」にはク ku= ではなく、

ア a= アン an= という形が用いられるのもアイヌの物語一般に当てはまる特色です。�

�

アエコテ ニシパ イサム キ ワ�
a=ekote nispa isam ki wa�
私の 旦那は いなく  て�
モシリケシ オルン インカラアナワ�
mosirkes or un inkar=an awa�
下手 を 見た が�
モシリ オッ タ�
mosir ot ta�
この世界  に�
メノコ チロンヌプ イワン チロンヌプ アン キ ワ�
menoko cironnup iwan cironnup an ki wa�
女狐が、  六匹の狐が い   て�
メノコル オロ ワ�
menokoru or wa�
女便所 から�
アエコテ ニシパ エイッカ ワ アラパ ヒネ アエシノッ　�
a=ekote nispa eikka wa arpa hine a=esinot�
私の 旦那を 拉致し て 行っ て 慰みものに�
コロ アン シリ アヌカラ キ ワ イルシカ ネ マヌ プ アキ ワ クス�
kor an siri a=nukar ki wa iruska ne manu p a=ki wa kusu�
して いる 有様を 私は見  て  怒りを   覚え た ので�
チョラウキアン アラパアン キ ワ�
corawki=an arpa=an ki wa�
やっつけた 行っ  て�
イワン チロンヌプ メノコ チロンヌプ　�
iwan cironnup menoko cironnup�
六匹の 狐 女 狐を�
アトイコトタ アムンコトタ アライケ ワ イサム キ ワ�
a=toykotota a=munkotota a=rayke wa isam ki wa�
切り刻み 切り刻み 殺し て しまっ  て�
オロ ワ スイ�
oro wa suy�
それから�
アエコテ ニシパ オルン インカラアナワ アエコテ ニシパ　�
a=ekote nispa or un inkar=an awa a=ekote nispa�
私の 旦那 を 見る　　　　と 私の 旦那が�
オアンライ シリ アヌカラ キ ワ�
oanray siri a=nukar ki wa�
息絶えている 有様を 私は見  て�

アテヤテンナ　�
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　�
ateyatenna　
　　　　　　�
アテヤテンナ　
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　
ateyatenna　
　　　　　　�
アテヤテンナ　
ateyatenna　
　　　　　　�
�
�
�
アテヤテンナ　
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　
ateyatenna�
�
アテヤテンナ　
ateyatenna　
　　　　　　�
アテヤテンナ�
ateyatenna　
　　　　　              �
アテヤテンナ　�
ateyatenna

アイヌ語の�

解  説�
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 「私が（は）」という意味はク ku=で表されることは既に学びましたが、「私を（に）」という意味は、エン en= という、ク ku= 

とは全く違う形で表されます。ク ku= 「私が（は）」は主語を表すので主格人称接辞と呼ばれますが、エン en= 「私を（に）」

は目的語を表すので目的格人称接辞と呼ばれます。なお、テキストには出てきませんが、「私達を（に）」はイ i= となります。ち

なみに、「君が（は）」をエ e= ということは、Lesson 1 で既に学びましたが、「君を（に）」もエ e= と言います。また、テキ

ストには出てきませんが、「君達が（は）」はエチ eci= ですが、「君達を（に）」もエチ eci= のままです。結局、「が（は）」と

「を（に）」の形の区別があるのは、「私」、「私達」の場合だけ、ということになります。ちなみに、主語や目的語が三人称の場合

は動詞に何もつける必要はありません。�

イタンキ ウク ワ エンコレ ヤン．�

itanki uk wa en=kore yan.�

お椀 取る て 私に与える なさい�

�

�

�

�

（＝お椀を取って下さい。）�

例  文�

アイヌ語の解説�

イタンキ  itanki お椀�

エン  en= 私を（に）  �

ウク  uk 取る�

コレ  kore 与える、くれる�

ヤン  yan ～なさい�

ワ  wa ～て�

�

場合によって「私を」、「私に」どちらの意味にもなります。�

�

ワ　エンコレ　ヤン wa en=kore yan で「～して下さい」という丁寧な命令を表します。�

アイヌ語 日本語訳 備　考�

単  語�



 片仮名 ローマ字�

私が（は） ク ku=�

私を（に） [　　　　　] [　　　　　]�

私達が（は）（自動詞） アン =an�

私達が（は）（他動詞） ア a=�

私達を（に） イ i=�

君が（は） エ e=�

君を（に） エ e=�

君達が（は） エチ eci=�

君達を（に） エチ eci=

空白に当てはまる人称接辞を入れなさい。�例  題�

鵡川アイヌ伝説 ①�



　既に学んだように、ク ku= が「私が」、エ e= が「君を（に）」という意味なので、「私が君にあげる」は、クエコレ 

ku=e=koreという形になりそうなものですが、そうはなりません。「私が君を（に）」という意味を表すには、クエ ku=e= では

なく、エチ eci= という不規則な形を使います。エチ eci= は、これ全体で「私が君を」という意味を表すので、エとチに分けた

りすることはできません。また、「君達が（は）」、または「君達を（に）」を意味するエチ eci= と同じ形ですが、意味は全く違う

ので、全然別の要素です。大変不規則な形なので特に注意が必要です。よく使う形式なので覚えて下さい。�

タンペ エチコレ ナ．�

tanpe eci=kore na.�

これ 私は君に与える よ�

�

�

�

�

（＝これを私は君にあげるよ。）�

例  文�

アイヌ語の解説�

エチ  eci= 私が（は）君を（に）�

コレ  kore 与える、あげる�

タンペ  tanpe これ�

ナ  na ～よ�

アイヌ語 日本語訳 備　考�

単  語�

′�



タンペ [    　　   ] コレ ナ．�

tanpe [   　　    ] kore na.�

これ 私は君に 与える よ�

�

�

（＝これを私は君にあげるよ。）�


